
日
墨
友
好
の
絆
を
つ
な
い
で

─
メ
キ
シ
コ
ウ
ィ
ー
ク
報
告

　

駐
日
メ
キ
シ
コ
大
使
館
の
協
力
で
、
6
月
26
日
（
月
）
か
ら

7
月
1
日
（
土
）
ま
で
メ
キ
シ
コ
ウ
ィ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ウ
ィ
ー
ク
の
4
回
目
。
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
い

た
時
間
が
動
き
出
し
、
魅
惑
と
躍
動
の
空
間
が
生
ま
れ
た
。

　

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
（
M
M
C
）
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

を
入
る
と
、
国
旗
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
ア
ス
テ
カ
の
紋

章
が
描
か
れ
た
三
色
旗
。
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
写
真
家

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ア
ラ
ウ
の
自
然
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
空
か
ら
旅

す
る
メ
キ
シ
コ
』
が
並
ぶ
。
ド
ロ
ー
ン
の
目
で
豊
か
な
大
地
を

一
望
し
た
作

品
群
。火
山
、

密
林
、海
辺
、

都
市
な
ど
総

延
長
3
万
キ

ロ
以
上
の
風

景
、
日
本
の

5
倍
の
国
土

の
多
様
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
は
メ
キ
シ
コ
金
星

観
測
隊
の
写
真
パ
ネ
ル
。
1
8
7
4
年
、
横
浜
の
地
に
や
っ
て

き
た
科
学
者
一
行
（
コ
バ
ル
ビ
ア
ス
団
長
）
は
、
野
毛
坂
と
山

手
で
、
太
陽
を
横
切
る
金

星
を
観
測
し
て
日
本
天
文

遺
産
に
つ
な
が
る
貢
献
を

行
っ
た
。
そ
の
『
デ
ィ
ア

ス
・
コ
バ
ル
ビ
ア
ス
日
本

旅
行
記
』
は
国
交
樹
立
の

き
っ
か
け
を
な
し
た
（
神

大
図
書
館
に
は
貴
重
な
ス

ペ
イ
ン
語
版
が
2
種
類
所

蔵
さ
れ
る
）。
百
年
後
、紅

葉
坂
の
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
前
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
贅
沢
な
1
週
間
が
始
ま
っ
た
。

　

月
曜
の
午
前
、
初
日
を
飾
っ
た
の
は
メ
キ
シ
コ
大
使
館
に
よ

る
講
演
会
。
メ
ル
バ
・
プ
リ
ー
ア
大
使
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
た
。
日
本
に
と
っ
て
初
の
平
等
条
約
が
む
ず
ば
れ
、
榎

本
殖
民
を
受
け
入
れ
て

く
れ
た
友
好
の
歴
史
、

神
大
と
の
関
係
も
強
調

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
カ

ラ
フ
ル
な
民
族
衣
装
の

マ
リ
ア
ッ
チ
・
グ
ル
ー

プ
が
登
場
。
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
演
奏
と
歌
が
響
き

渡
る
と
、
会
場
の
空
気

が
賑
や
か
に
な
っ
た
。

　

続
い
て
「
メ
キ

シ
コ
と
日
本　

知

ら
れ
ざ
る
4
0
0

年
の
友
好
の
歴

史
」
と
題
し
、
エ

マ
ヌ
エ
ル
・
ト
リ

ニ
ダ
ー
参
事
官
が

講
演
を
行
っ
た
。

「
日
本
と
同
じ
く 外

国
語
学
部　

ス
ペ
イ
ン
語
学
科　

新
木 

秀
和

メキシコ国旗の展示（MMCエントランス）

写真家アラウ
「空から旅するメキシコ」展示

メキシコ金星観測隊記念碑（紅葉坂）

大使のビデオメッセージ

参事官の講演

メキシコウィークのポスター展示
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ら
い
の
人
口
を
持
つ
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
は
、
世
界
で
一
番
ス
ペ

イ
ン
語
話
者
が
多
い
国
で
す
」。
1
6
0
9
年
、
千
葉
御
宿
沖

で
座
礁
し
た
ス
ペ
イ
ン
船
の
出
来
事
が
交
流
の
始
ま
り
と
な

る
。「
日
本
と
の
交
流
は
4
0
0
年
に
及
び
ま
す
。
か
つ
て
ガ

レ
オ
ン
船
が
マ
ニ
ラ
と
ア
カ
プ
ル
コ
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
」。

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
学
生
た
ち
。
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
転
機
、

そ
し
て
現
代
へ
と
話
は
進
ん
で
い
く
。
質
疑
応
答
で
は
、
地
震

大
国
で
あ
る
両
国
の
国
際
協
力
（
1
9
8
5
年
の
メ
キ
シ
コ
地

震
や
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
互
い
に
救
助
隊
を

派
遣
）
に
話
が
及
び
、
日
墨
関
係
の
流
れ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
時
間
に
は
ナ
レ
ッ

ジ
コ
ア
で
、
先
ほ
ど
の

マ
リ
ア
ッ
チ
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

れ
、
シ
エ
リ
ト
・
リ
ン

ド
な
ど
の
軽
快
な
リ
ズ

ム
が
観
客
を
興
奮
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
。

　

火
曜
は
10
時
か
ら
言
語
交
流
会
。
そ
の
経
緯
を
記
せ
ば
、
3

月
初
め
、
日
本
メ
キ
シ
コ
学
院
の
副
理
事
長
を
務
め
る
元
本
学

社
会
人
院
生
（
日
墨
協
会
副
会
長
、
日
系
企
業
社
長
）
か
ら
の

電
子
メ
ー
ル
（
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
手
紙
）
が
発
端
だ
っ
た
。
本

学
と
の
国
際
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、
国
際
課

に
つ
な
い
だ
。
縁
あ
っ
て
高
校
生
の
日
本
研
修
が
ウ
ィ
ー
ク
期

間
に
重
な
り
、
太
平
洋
を
越
え
る
高
大
連
携
が
実
現
し
た
。

　

火
曜
の
夜
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
『
T
A
K
E
D
A
』

（
ヤ
ア
シ
ブ
・

バ
ス
ケ
ス
・
コ

ル
メ
ナ
ス
監

督
、
2
0
1
7

年
）
の
上
映
。

1
9
6
3
年
よ

り
メ
キ
シ
コ
在
住
の
画
家
、
竹
田
鎭
三
郎
（
1
9
3
5
年
、
瀬

戸
市
生
ま
れ
）の
視
点
を
通
じ
た
人
間
の
普
遍
性
が
テ
ー
マ
だ
。

色
彩
豊
か
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
世
界
。
メ
キ
シ
コ
文
化
に
惹

か
れ
た
日
本
の
芸
術
家
た
ち
の
足
跡
は
交
流
史
の
一
コ
マ
だ
。

同
郷
の
北
川
民
次
か
ら
勧
め
ら
れ
て
メ
キ
シ
コ
に
向
か
っ
た
竹

田
氏
は
、
岡
本
太
郎
の
大
作
『
明
日
の
神
話
』（
1
9
6
8
年
）

を
、
助
手
と
し
て
支
え
た
人
物
で
も
あ
る
（
そ
の
壁
画
は
渋
谷

駅
井
の
頭
線
連
絡
通
路
で
人
々
と
対
面
す
る
）。

　

水
曜
か
ら
金

曜
の
昼
時
間
に

は
留
学
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
留
学
支

援
の
学
生
団
体

メ
ン
バ
ー
が
司

会
な
ど
で
活
躍

し
た
。
本
学
協
定
校
の
テ
ッ
ク
ミ
レ
ニ
オ
大
学
か
ら
の
交
換
留

学
生
が
紹
介
を
担
い
、
同
大
学
と
、
同
じ
く
本
学
協
定
校
の
ベ

ラ
ク
ル
ス
大
学
の
各
担
当
者
か
ら
大
学
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
夜
行
わ
れ
た
岩
崎
先
生
の
講
演
「
聖
な
る
力
に
満
た
さ

れ
た
宇
宙　

古
代
ア
ス
テ
カ
・
マ
ヤ
か
ら
現
代
メ
キ
シ
コ
へ
」

は
、
古
代
文
明
へ
の
誘
い
と
な
っ
た
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
人
々

の
宇
宙
観
、パ
レ
ン
ケ
な
ど
の
マ
ヤ
遺
跡
、古
代
都
市
テ
オ
テ
ィ

ワ
カ
ン
、
ア
ス
テ
カ

王
国
の
都
テ
ノ
チ

テ
ィ
ト
ラ
ン
。
熱
い

語
り
で
古
代
メ
キ
シ

コ
文
明
の
深
遠
さ
と

魅
力
が
よ
み
が
え
っ

た
。
特
別
展
『
古
代

メ
キ
シ
コ　

マ
ヤ
、

ア
ス
テ
カ
、
テ
オ

テ
ィ
ワ
カ
ン
』（
東
京
国
立
博
物
館
で
6
月
か
ら
開
催
）
に
飛

ん
で
行
き
た
く
な
っ
た
。
35
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
メ
キ
シ
コ

で
は
、古
代
先
住
民
都
市
の
遺
構
は
人
気
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

木
曜
午
後
は
メ
キ
シ
コ
観
光
・
貿
易
分
野
の
企
業
講
演
会
。

多
数
の
日
本
企
業
が
進
出
し
、
観
光
立
国
で
も
あ
る
こ
の
国
は

訪
問
者
を
引
き
つ
け
る
。日
本
と
の
経
済
文
化
交
流
も
活
発
だ
。

観
光
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
か
ら
観
光
の
現
状
と
可
能
性
を
教
え
ら

れ
た
。
死
者
の
日
や
ル
チ
ャ
リ
ブ
レ
な
ど
が
ツ
ア
ー
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
メ
キ
シ
コ
と
の
貿
易
を
担
う

専
門
家
の
話
で
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
様
々
な
商
品
の

開
発
に
挑
ま

れ
て
い
る
こ

と
が
と
く
に

印
象
深
か
っ

た
。

　

金
曜
の
留

学
体
験
談
に

つ
い
て
は
本

誌
の
記
事
を

楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
。

留学説明会（メキシコ人留学生）

岩崎先生の講演

留学体験談（記念写真）

マリアッチ・グループ

竹田鎭三郎　
映画『TAKEDA』より
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そ
の
夜
、
最
終
日
の
締
め
く
く
り
は
大
使
館
専
任
シ
ェ
フ
に

よ
る
料
理
教
室
だ
っ
た
。ラ
ン
ド
マ
ー
ク
プ
ラ
ザ
地
下
1
階
で
、

本
場
の
サ
ル
サ
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
参
加
者
た
ち
。
和
食

よ
り
も
先
に
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
料
理

は
、
豊
富
な
食
材
と
多
彩
な
味
付
け
が
特
徴
で
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
を
通
じ
て
学
食
で
は
各
種
メ
ニ
ュ
ー
が
提

供
さ
れ
、
多
く
の
学
生
・
教
職
員
や
訪
問
者
が
メ
キ
シ
コ
の
味

を
堪
能
し
た
。
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
の
メ
ニ
ュ
ー
を
あ
げ

て
お
く
。
月
曜
：
チ
キ
ン 

フ
ァ
ヒ
ー
タ
定
食
、
火
曜
：
ケ
サ

デ
ィ
ー
ヤ 

サ
ル
サ
ソ
ー
ス
（
3
2
0
円
）、
水
曜
：
ト
ル
テ
ィ
ー

ヤ
チ
ッ
プ
ス
ワ
カ
モ
ー
レ
（
3
2
0
円
）、
木
曜
：
メ
キ
シ
カ
ン

ス
テ
ー
キ
定
食
（
1
0
9
9
円
）
と
多
彩
で
、
ど
ん
ぶ
り
物
と

し
て
金
曜
に
ブ
リ
ト
ー
サ
ー
モ
ン
ア
ボ
＆
と
ん
か
つ
（
4
4
0

円
）
も
出
さ
れ
た
。
学
食
ス
タ
ッ
フ
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ー
キ
定

食
の
人
気
が
高
か
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
M
M
C
で
は
、
21
階
で

ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ
ソ
ー
ス
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
（
6
5
0
円
）
が
、

7
階
で
月
曜
に
牛
肉
の
ア
ラ
ン
ブ
レ
（
6
5
0
円
）、
火
曜
に

白
身
魚
の
ベ
ラ
ク
ル
ス
風
（
6
5
0
円
）
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
た
。
1
階
に
は
チ
リ
コ
ン
カ
ン
（chile con carne

）
が
お

目
見
え
し
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
向
か
い
の
カ
フ
ェ
で
は
6
月
か
ら

月
替
わ
り
で
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
モ
ヒ
ー
ト
（
6
3
0
円
）
が

ト
ロ
ピ
カ
ル
な
涼
風
を
届
け
て
く
れ
た
。

　

図
書
の
展
示
に
も

ふ
れ
た
い
。
横
浜
図

書
館
で
は
2
階
カ
ウ

ン
タ
ー
前
に
、
み
な

と
み
ら
い
図
書
館
で

は
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ

ン
ジ
に
関
連
図
書
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
た
。
た
と
え

ば
前
者
で
は
建
築
家

ル
イ
ス
・
バ
ラ
ガ
ン

の
図
録
や
フ
リ
ー

ダ
・
カ
ー
ロ
の
美
術
本
が
置
か
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
の
選
書

が
な
さ
れ
て
い
た
。
M
M
C
で
は
連
日
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

建
物
に
カ
ラ
フ
ル
な
書
籍
が
溶
け
合
っ
て
い
た
。

　

多
様
性
と
奥
深
さ
に
満
ち
た
隣
国
メ
キ
シ
コ
。
そ
の
魅
力
を

十
分
に
堪
能
で
き
る
一
週
間
だ
っ
た
。

（
企
画
か
ら
実
施
ま
で
の
す
べ
て
を
担
い
貴
重
な
写
真
を

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
国
際
課
は
じ
め
本
学
関
係
部
署
の

皆
様
に
感
謝
し
ま
す
）

ハラペーニョバーガー
（MMC 21階学食）

チリコンカン
（MMC 1階レストラン）

タコス

横浜図書館の図書展示

MMC 7階
学食のメニュー

メキシコ
料理教室
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